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　一面の銀世界に大喜びの生い立つ保育園
の子どもたち。寒さに負けない、コロナに
負けない笑顔に元気が出ます。

（１月８日（金）撮影）

大寒波襲来！委員会にて慎重な議論	 ③ページ
７人が登壇　一般質問	 ④ページ
11月臨時会及び
12月定例会の審議結果	 ⑧ページ



12月定例会12月定例会
新型コロナウイルス感染症対策、豪雨災害復旧費等に
　一般会計 ７億5045万円を追加
新型コロナウイルス感染症対策、豪雨災害復旧費等に
　一般会計 ７億5045万円を追加

12月3日

4・7日
8日
9日

10・11日
16・17日

18日

11月30日

◎開会
○会期の決定
○会議録署名議員の指名
○議案等の上程
○提案理由の説明
（考案日）
○一般質問（５人）
○一般質問（２人）
○議案等の質疑
○議案等の委員会付託
◇常任委員会
（事務整理日）
○議案等の審議
（委員長報告　
　質疑・討論・採決）
○追加議案等の上程
○提案理由の説明
○追加議案等の質疑
○追加議案等の委員会付託
◇常任委員会
○追加議案等の審議
（討論・採決）
◎閉会

◎開会
○会期の決定
○会議録署名議員の指名
○議案等の上程
○提案理由の説明
○議案等の質疑
○議案等の委員会付託
◇常任委員会
○議案等の審議
（委員長報告
　質疑・討論・採決）
◎閉会

　

令
和
２
年
第
８
回
定
例
会
は

12
月
３
日
に
招
集
さ
れ
、
18
日

ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
会

し
ま
し
た
。
開
会
日
に
報
告
１

件
、
補
正
予
算
２
件
、
条
例
案

５
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更

及
び
締
結
３
件
、
指
定
管
理
者

の
指
定
２
件
の
合
計
13
件
の
議

案
等
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員

が
質
問
に
立
ち
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
防
災
・
減
災
、
人
口
減

少
対
策
、
学
校
教
育
、
国
指
定

史
跡
小
田
茶
臼
塚
古
墳
保
存
整

備
事
業
の
進
捗
状
況
、
戸
別
無

線
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
、
山
田
堰
の
周
辺
整
備
、

あ
さ
く
ら“
縁
”結
び
課
の
取
組
、

中
学
校
制
服
の
見
直
し
と
自
由

選
択
制
の
導
入
、
財
政
の
見
通

し
な
ど
に
つ
い
て
執
行
部
と
活

発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

議
案
等
は
質
疑
を
行
っ
た

後
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
詳
細
か
つ
慎
重
に
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
各
常
任
委
員
長

か
ら
審
査
結
果
の
報
告
を
受

け
、
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行

い
、全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
追
加
議
案
１
件
、
発

議
案
１
件
が
上
程
さ
れ
、
質
疑

の
後
、
討
論
・
採
決
を
行
い
、

す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

委
員
会
付
託
案
件

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

委
員
会
付
託
案
件
　議案等の詳細な審査と結
果の報告を委員会に委ねる
ことを「委員会付託」といい、
付託された委員会は審査の
結果を本会議で報告します。
ここでは各常任委員会で審
査された案件等の一部を掲
載しています。

会期日程

会期日程

　

11
月
30
日
に
第
７
回
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
、
議
案
２
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
の
内
容
は
、
１
件
目
が
、
人
事

院
勧
告
を
受
け
、
議
員
及
び
市
長
等
特

別
職
の
職
員
の
期
末
手
当
を
減
額
す
る

も
の
で
す
。
２
件
目
が
、
人
事
院
勧
告

に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
方

針
に
準
じ
て
、
市
職
員
の
期
末
手
当
を

減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
は
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

慎
重
に
審
査
が
行
わ
れ
た
後
、
本
会
議

に
て
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
報
告
を
受

け
、
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
、
２

議
案
と
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

11月臨時会11月臨時会
議員、市長等特別職、
市職員の期末手当を減額
議員、市長等特別職、
市職員の期末手当を減額
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間
事
業
所
の
状
況
を
踏
ま
え
た
人

事
院
勧
告
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全

員
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
で
一
般
会
計
補

正
予
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆
感
染
症
対
策
へ
継
続
し
た

取
組
を

　

感
染
症
対
策
と
し
て
、
図
書

館
に
行
か
ず
に
本
を
借
り
る
こ

と
が
で
き
る
電
子
図
書
館
を

１
２
０
０
万
円
で
導
入
し
ま

す
。
電
子
書
籍
は
約
３
千
冊
を

購
入
予
定
で
す
。

　

電
子
図
書
館
に
よ
っ
て
感
染

症
対
策
の
み
な
ら
ず
、
図
書
館

に
行
く
こ
と
が
困
難
な
状
況
に

お
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
あ
れ
ば
、
外
出
せ
ず
に
電

子
書
籍
の
閲
覧
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

議
員
及
び
市
長
等
の

　
　
　

期
末
手
当
を
減
額
し
ま
し
た

福
岡
県
産
材
の

　

  

木
の
香
り
漂
う
新
保
育
所

農
地
の
完
全
復
旧
に
向
け
て

　

農
地
改
良
復
旧
事
業
が
進
ん
で
い
ま
す

総
務
文
教
常
任
委
員
会

環
境
民
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　

11
月
臨
時
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆
議
員
及
び
市
長
等
特
別
職

の
職
員
の
期
末
手
当
を
減
額

　

令
和
２
年
10
月
に
行
わ
れ
た
人

事
院
勧
告
の
内
容
に
準
じ
、
議
員

及
び
市
長
等
特
別
職
の
職
員
の
期

末
手
当
を
12
月
支
給
分
か
ら
０
・

05
月
分
引
き
下
げ
、
年
３
・
２
月

に
減
額
改
定
し
ま
す
。

　

審
査
で
は
他
市
の
現
状
等
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
期
末
手
当

の
支
給
月
数
に
つ
い
て
は
、
県

内
の
多
く
の
市
が
人
事
院
勧
告

に
準
じ
、
年
３
・
40
月
で
す

が
、
朝
倉
市
は
年
３
・
25
月
で

す
。
こ
れ
は
、
平
成
29
年
度
以

降
、
人
事
院
か
ら
毎
年
０
・
05

月
の
引
き
上
げ
が
勧
告
さ
れ
た

も
の
の
、
平
成
29
年
７
月
九
州

北
部
豪
雨
災
害
を
鑑
み
、
増
額

改
定
を
見
送
っ
て
き
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
議
員
及
び
市
長

等
特
別
職
の
職
員
の
期
末
手
当
の

支
給
月
数
は
人
事
院
勧
告
に
準
じ

た
引
き
上
げ
を
据
え
置
い
て
き
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
民

　

12
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
７
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆
秋
月
・
安
川
統
合
保
育
所

新
築
建
築
の
一
部
木
質
化

　

秋
月
・
安
川
保
育
所
の
２
保

育
所
が
統
合
し
た
新
保
育
所

建
築
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
ロ
ッ
カ
ー
や
整
理

収
納
棚
、
下
駄
箱
等
の
32
点
の

家
具
類
に
つ
い
て
、
当
初
、
ポ

リ
合
板
製
等
を
予
定
し
て
い
た

も
の
を
、
福
岡
県
産
の
杉
の
集

成
材
に
変
更
す
る
た
め
、
２
５

８
５
万
円
を
増
額
し
ま
す
。

　

福
岡
県
産
材
を
用
い
る
こ
と

で
、
耐
久
性
及
び
安
全
性
が

向
上
し
、
環
境
に
も
配
慮
さ

れ
た
よ
り
よ
い
保
育
環
境
の
整

備
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
木
材
の
香

り
の
中
で
保
育
が
行
わ
れ
る
好

ま
し
い
事
例
と
し
て
こ
の
取
組

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
施
設
が
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
財

源
と
し
て
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
た
工
事
設
計
の
変

更
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
員
異

　

12
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆
農
地
改
良
復
旧
事
業
の

工
事
請
負
契
約
を
審
査

　

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部

豪
雨
に
て
被
災
し
た
農
地
の

改
良
復
旧
事
業
に
お
い
て
、

工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

に
あ
た
り
、
議
会
の
議
決
を

求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
工

事
箇
所
は
黒
川
地
区
疣い

ぼ

め目

口ぐ
ち

・
元も

と

の

め

ノ
目
換
地
区
及
び
宮み

や

園ぞ
の

・
馬ば

ば場
・
北き

た
し
ょ
う
じ

小
路
換
地
区

の
２
工
区
で
す
。

　

換
地
作
業
に
お
い
て
は
、

地
元
役
員
や
権
利
者
と
の
協

議
を
何
度
も
行
い
、
換
地
計

画
原
案
の
承
認
を
受
け
る
な

ど
、
地
元
の
合
意
を
し
っ
か

り
と
得
た
上
で
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
事

業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

農
政
局
、
財
務
省
等
と
の
協

議
を
経
た
上
で
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
全
員
異
議

な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

議
な
く
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

☆
蜷
城
・
福
田
・
杷
木
学
童

保
育
所
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

蜷
城
学
童
保
育
所
は
学
童

保
育
所
専
用
施
設
へ
の
移
転

に
伴
い
、
保
護
者
会
を
指
定

管
理
者
と
し
て
指
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
福
田
及
び
杷
木
学

童
保
育
所
は
、
シ
ダ
ッ
ク
ス

大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
を
指
定
管
理
者
と

し
て
指
定
し
ま
す
。
通
常
は

施
設
ご
と
に
指
定
管
理
者
の

募
集
を
行
い
ま
す
が
、
複
数

の
施
設
の
一
体
的
な
管
理
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
経
費
の
縮
減

が
図
ら
れ
る
た
め
、
一
括
し

て
募
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
定
の
期
間
は
３
学
童
と

も
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
地
域
と
の

密
接
な
連
携
に
基
づ
く
学
童

保
育
の
運
営
の
必
要
性
を
確

認
し
、
全
員
異
議
な
く
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

☆
杷
木
物
産
館
及
び
杷
木

農
業
公
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

朝
倉
市
杷
木
物
産
館
及
び

朝
倉
市
杷
木
農
業
公
園
の
指

定
期
間
が
本
年
度
末
で
満
期

を
迎
え
る
こ
と
に
伴
い
、
指

定
管
理
者
を
株
式
会
社
ガ
マ

ダ
ス
に
指
定
す
る
も
の
で
、

指
定
期
間
は
令
和
３
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31

日
の
５
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
被
災
に
よ
り
閉
園

中
の
杷
木
農
業
公
園
に
つ
い

て
は
、
復
旧
の
進
捗
状
況
に

合
わ
せ
て
現
地
調
査
を
行

い
、
今
後
の
復
旧
計
画
及
び

運
営
方
法
を
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
全
員
異
議

な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

感染リスクの減少と
利便性の向上へ

朝倉市杷木物産館
（ファームステーション　バサロ）

【常任委員会】 あさくら市議会だより
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る
。
落
ち
葉
の
掃
除
や
落
ち
葉

が
溝
に
詰
ま
る
こ
と
に
よ
る
豪

雨
時
の
水
は
け
の
悪
化
、
大
型

車
離
合
時
に
邪
魔
と
な
る
下

枝
、
害
虫
の
大
量
発
生
な
ど
住

民
か
ら
の
苦
情
の
対
策
は
。

　
　

管
理
上
支
障
が
あ
る
街
路

樹
は
、
地
元
住
民
と
の
調
整
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
調
整
で

き
れ
ば
樹
木
の
伐
採
、
除
根
を

伝
統
の
継
承
と

　
　更
な
る
振
興
発
展
の
た
め
に

市
政
を
問
う

質
問
者
７
人
、傍
聴
者
30
人

市
政
を
問
う

　一般質問は、年４回開催
される定例会の中で行われ
ます。
　ここに掲載したものは抜
粋ですので、全文について
は、会議録を閲覧されるか、
市議会のホームページでご
確認ください。

　
　

街
路
樹
の
根
が
盛
り
上
が

り
歩
道
な
ど
の
凸
凹
は
子
ど
も

や
視
力
障
が
い
が
あ
る
方
や
車

椅
子
の
方
に
と
っ
て
危
険
で
あ

進
め
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。
害
虫
駆
除
は
住
民
か
ら

の
通
報
時
等
に
現
場
を
確
認

し
、
今
後
も
し
っ
か
り
と
消
毒

等
対
応
す
る
。

　
　

各
地
域
の
中
心
に
あ
る
広

場
は
遊
び
場
と
し
て
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
等
の
住
民
の
交
流

の
場
と
し
て
、
憩
い
の
場
と
し

て
と
て
も
大
事
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
誰
も
が
知
っ
て
い

る
広
場
や
公
園
は
災
害
時
に
近

隣
住
民
の
避
難
場
所
と
し
て
の

活
用
も
期
待
で
き
る
。
し
か
し
、

避
難
場
所
、
広
域
避
難
場
所
の

周
知
活
動
は
全
く
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、
看
板
も
朝
倉
市
で
は
見

か
け
な
い
。
ま
た
、
広
場
や
公

園
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
避
難
場

所
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
も

ト
イ
レ
、
水
道
、
照
明
の
整
備

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

広
場
・
公
園
の
管
理
側
か

ら
の
課
題
と
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
意
味
で
今
な
す
べ

き
こ
と
と
し
て
、
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
住
民

の
防
災
意
識
の
啓
発
と
災
害
時

に
お
け
る
避
難
行
動
に
効
果
を

発
揮
し
て
い
る
か
。
利
便
性
の

進
む
情
報
ツ
ー
ル
は
ネ
ッ
ト
情

報
を
利
用
で
き
な
い
高
齢
者
の

避
難
行
動
上
の
課
題
と
な
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　

70
歳
以
上
の
高
齢
者
に

と
っ
て
ス
マ
ホ
等
を
使
う
情
報

の
入
手
が
困
難
な
こ
と
は
国
全

体
の
課
題
で
あ
る
。
今
後
、
市

民
へ
の
伝
達
手
段
に
つ
い
て
考

え
る
時
期
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
盛
り
上
が
っ
た
街
路
樹
の
根
な
ど
へ
の
対
応
は

A
支
障
が
あ
る
街
路
樹
は
地
元
住
民
と
の
調
整
が
必
要

Ｑ

Ｑ

Ｑ

A

A

A

緊急避難公園の
看板（筑前町）

柴山 恭子 議員

質問項目
１　街路樹、公園の枯れ枝等
２　広場・公園・運動施設の考え方
３　戸別無線によるコミュニティの

活性化
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小
田
茶
臼
塚
古
墳
の
文
化

財
と
し
て
の
価
値
は
。

　
　

朝
倉
市
の
国
指
定
の
前
方

後
円
墳
は
小
田
茶
臼
塚
古
墳
の

み
で
、
指
定
の
主
な
理
由
は
前

方
後
円
墳
で
祭
祀
が
行
わ
れ
、

須
恵
器
の
大お

お
が
め甕
や
武
器
・
武
具

な
ど
豊
富
な
出
土
品
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
　

古
墳
の
整
備
方
針
・
具
体
策

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

朝
倉
市
に
一
つ
し
か
な
い

国
指
定
古
墳
の
重
要
性
、
歴
史

的
な
位
置
づ
け
を
考
慮
し
、
そ

の
価
値
を
将
来
に
わ
た
り
伝
え

て
い
く
整
備
を
行
う
。
具
体
策

は
、
策
定
委
員
会
等
を
設
置
し
、

検
討
し
て
い
く
。

　
　

古
墳
周
辺
の
環
境
整
備
方

針
・
具
体
策
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

文
化
財
本
体
の
学
術
的
な

価
値
を
減
じ
る
こ
と
が
な
い
整

備
を
行
い
、
駐
車
場
や
あ
ず
ま

や
、
休
憩
施
設
、
説
明
板
、
案

内
板
等
の
整
備
を
策
定
委
員
会

等
で
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
市
内
外
か
ら
の
見
学
、

地
域
住
民
の
皆
様
、
小
中
学
生

の
学
習
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

　
　

小
田
茶
臼
塚
古
墳
整
備
事

業
は
、
市
長
部
局
と
の
連
携
の

も
と
に
、
令
和
何
年
度
ま
で
に

整
備
実
現
を
図
る
の
か
、
教
育

長
の
決
意
の
ほ
ど
を
伺
う
。

　
　

市
道
小
田
・
小
隈
・
平
塚

線
の
課
題
は
、
関
係
課
と
精
力

的
に
協
議
を
行
い
、
早
く
進
め

た
い
と
考
え
る
が
、
期
日
は
現

在
答
え
ら
れ
な
い
。

　
　

小
田
茶
臼
塚
古
墳
整
備
事

業
は
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携

の
も
と
に
、
令
和
何
年
度
ま
で

に
整
備
実
現
を
図
る
の
か
、
市

長
の
決
意
の
ほ
ど
を
伺
う
。

　
　

教
育
委
員
会
と
緊
密
な
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
く
。
い
つ
か

ら
取
り
組
み
、
い
つ
ま
で
と
い

う
こ
と
は
答
え
ら
れ
な
い
。

　
　

10
月
に
配
付
さ
れ
た
資
料

に
よ
る
と
、
歳
入
歳
出
の
差
引

き
が
令
和
７
年
に
約
31
億
円
の

累
積
赤
字
に
な
る
。
一
方
、
貯

蓄
に
例
え
ら
れ
る
財
政
調
整
基

金
の
同
年
残
高
は
約
41
億
円
で

あ
る
。
累
積
赤
字
が
膨
ら
み
、

財
政
調
整
基
金
残
高
に
迫
る
。

財
政
見
通
し
は
大
丈
夫
か
。

　
　

こ
の
見
通
し
に
基
づ
き

事
業
を
推
進
し
、
財
政
均
衡

を
図
る
。

　
　

大
型
事
業
と
し
て
、
朝

倉
農
業
高
校
跡
地
の
開
発
、

市
庁
舎
建
設
、
小
中
一
貫
校

な
ど
が
あ
る
。
復
興
途
中
な

の
で
財
政
余
力
が
あ
る
の
か

心
配
で
あ
る
。

　
　

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
慎
重
に

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
中

で
市
長
就
任
後
、
市
庁
舎
建
設

に
つ
い
て
は
検
討
を
し
て
き

た
。
し
か
し
、
復
旧
・
復
興
の

中
で
、
ま
だ
決
断
に
至
っ
て
い

な
い
。
財
政
状
況
や
市
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
、
財
政
運
営

を
行
う
。

　
　
「
夢
と
希
望
」
と
「
財
政

均
衡
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な

が
ら
朝
倉
市
の
運
営
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

大
型
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民

に
対
し
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
財
政
運

営
に
つ
い
て
責
任
者
と
し
て
市

長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

災
害
の
影
響
が
ま
だ
ま
だ

続
い
て
い
る
状
況
が
あ
り
、
も

う
少
し
た
た
な
い
と
先
が
見
通

し
に
く
い
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
市
民
に
は
将
来
の
朝
倉

市
に
希
望
を
持
っ
て
欲
し
い
。

市
庁
舎
建
設
は
大
型
事
業
の
中

で
最
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
現
在
も
そ

の
考
え
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ

に
当
た
っ
て
は
、
財
政
の
見
通

し
や
市
民
の
状
況
等
を
勘
案
し

な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
判

断
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
の
大
型
事
業
に
つ
い
て

は
、
も
う
少
し
状
況
を
見
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

小島 清人 議員
質問項目
１　国指定史跡小田茶臼塚古墳保存

整備事業について
２　子育て支援の充実について

中島 秀樹 議員
質問項目
１　学校安全について
２　財政の見通しについて
３　地域環境整備補助事業の拡充に

ついて

Q
国
指
定
史
跡
小お

田た

茶ち
ゃ

臼う
す

塚づ
か

古こ

墳ふ
ん

の
整
備
実
現
は
い
つ
か

A
い
つ
か
ら
取
り
組
み
、
い
つ
ま
で
と
は
答
え
ら
れ
な
い

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

A

AA

AA

A
市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
早
く
判
断
し
た
い

AA

A

「夢と希望」と
　　「財政均衡」

朝倉市唯一の国指定史跡
小田茶臼塚古墳

Q
大
型
事
業
に
つ
い
て
市
長
は
ど
う
考
え
る
の
か
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コ
ロ
ナ
禍
の
防
災
・
減
災

に
つ
い
て
、
配
慮
し
た
点
は
。

　
　

事
前
準
備
、
不
測
の
事
態

を
考
慮
し
、
避
難
所
で
の
３
密

を
防
ぐ
こ
と
、
例
年
以
上
の
数

の
避
難
所
開
設
、
職
員
の
配
置
、

ト
イ
レ
の
分
離
、
衛
生
管
理
の

徹
底
に
配
慮
し
た
。

　
　

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
方

へ
の
配
慮
は
ど
う
か
。

　
　

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
人

の
心
情
は
理
解
で
き
る
が
、
い

ろ
ん
な
方
が
来
ら
れ
基
本
的
に

は
ペ
ッ
ト
の
建
物
内
へ
の
受
入

れ
を
認
め
て
い
な
い
。
避
難
所

の
軒
先
や
屋
外
で
の
対
応
を
し

て
い
る
。

　
　

故
中
村
哲
医
師
が
市
民
栄

誉
賞
受
賞
第
一
号
と
な
っ
た
が
、

原
点
の
地
、
山
田
堰
周
辺
の
環

境
整
備
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

水
車
公
園
に
パ
ネ
ル
展
示

を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
又
、

ト
イ
レ
は
木
の
丸
公
園
の
ト
イ

レ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。
財
政
上
難
し
い
が
前
向
き

に
努
力
し
た
い
。

　
　

国
の
税
収
は
62
兆
円
、
医

療
費
は
43
・
６
兆
円
と
高
い
が
、

本
市
に
お
け
る
生
活
習
慣
病(

糖

尿
病)

予
防
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
の
平
成
30
年
度
医
療
費

に
占
め
る
割
合
が
高
い
疾
病
の

１
位
が
糖
尿
病
で
あ
り
、
生
活

習
慣
病
は
医
療
費
総
額
を
引
き

上
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
努
め
て
い
る
が
、
特
定
健
診

の
受
診
率
ア
ッ
プ
に
更
に
力
を

入
れ
て
行
き
た
い
。

　
　

あ
さ
く
ら“
縁
”結
び
課
の

取
組
の
概
要
は
。

　
　

現
在
、
主
に
「
縁
結
び
会

員
制
度
創
設
」、「
縁
結
び
応
援

協
議
会
」、「
縁
結
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
」
の
３
つ
の
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

　
　

現
在
の
状
況
は
。

　
　

現
在
、
会
員
登
録
数
34
名
、

引
き
合
わ
せ
件
数
３
件
、
５
年

後
に
は
会
員
登
録
２
５
０
名
を

目
指
し
て
い
る
。

　
　

県
内
で
も
半
分
以
上
の
中

学
校
で
制
服
の
見
直
し
が
始
ま

り
、
ス
カ
ー
ト
ま
た
は
ス
ラ
ッ

ク
ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
生
徒
の
多
様
性

や
制
服
の
機
能
性
等
を
考
慮

し
、
見
直
し
を
考
え
て
い
た
だ

け
な
い
か
。

　
　

制
服
に
つ
い
て
は
、
学
校

で
生
徒
の
考
え
を
聞
き
な
が
ら

保
護
者
と
十
分
に
話
し
合
い
、

連
携
を
取
り
な
が
ら
考
え
て
い

た
だ
き
、
教
育
委
員
会
は
助
言

や
指
導
を
行
い
対
応
し
て
い
く

の
が
良
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　

制
服
検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、

検
討
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

　
　

生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
、
ニ
ー
ズ
の
確
認
を
し
て
か

ら
の
設
置
に
な
る
と
考
え
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
妊
産
婦

や
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
は
。

　
　

妊
婦
に
は
子
育
て
相
談
セ

ン
タ
ー
あ
さ
く
ら
っ
こ
で
電
話
、

来
庁
相
談
に
対
応
し
、
必
要
で

あ
れ
ば
訪
問
し
て
い
る
。
産
後

２
週
間
頃
に
電
話
相
談
を
、
産

後
２
ヶ
月
頃
に
訪
問
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
つ
ど
い
の
広

場
で
は
、
親
子
の
憩
い
の
場
づ

く
り
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

市
の
独
自
事
業
と
し
て
は
臨

時
特
別
出
産
祝
い
金
の
支
給
等

を
行
っ
た
。

　
　

妊
産
婦
に
特
化
し
た
支
援

を
尋
ね
る
。

　
　

妊
婦
に
対
し
、
マ
ス
ク
等

を
配
布
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
に
３
０
０
０
円
を
補
助

し
て
い
る
。

　
　

産
後
う
つ
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
産
後
ケ
ア
の
利
用
券
発

行
や
補
助
等
が
で
き
な
い
か
。

　
　

調
査
・
研
究
を
進
め
る
。困
っ

た
ら
健
康
課
や
子
ど
も
未
来
課
に

相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
女
性
や

若
者
の
自
殺
者
が
増
加
し
て
い

る
。
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　

広
報
等
に
よ
り
、
心
の
ケ

ア
の
啓
発
、
県
や
国
の
相
談
窓

口
に
つ
い
て
、
随
時
お
知
ら
せ

を
し
て
い
る
。

徳永 秀俊 議員
質問項目
１　防災・減災について
２　山田堰の周辺整備について
３　国民健康保険税と生活習慣病の予

防について
４　あさくら“縁”結び課について

大庭 きみ子 議員
質問項目
１　コロナ禍による人口減少対策に

ついて
２　中学校制服の見直しと自由選択

制の導入について
３　小、中学校英語教育の諸課題に

ついて

Q
防
災
・
減
災
、生
活
習
慣
病
対
策
等
を
問
う

A
経
験
を
活
か
し
、
今
後
さ
ら
に
積
極
的
に
進
め
る

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

ＱＱＱ

A

A

A A

AA

A
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
ニ
ー
ズ
の
確
認
を
す
る

A

AA

AAA

Q
中
学
校
制
服
の
見
直
し
と
、
選
択
制
の
導
入
を

も
っ
と
明
る
い
朝
倉
の
た
め
に
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改
正
給
特
法
第
７
条
で
は

教
職
員
の
時
間
外
勤
務
時
間
の

上
限
（
月
45
時
間
・
年
３
６
０

時
間
以
内
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。

朝
倉
市
で
は
、
令
和
元
年
９
月

よ
り
Ｉ
Ｃ
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー

に
よ
る
教
職
員
の
勤
務
時
間
の

適
正
な
把
握
が
さ
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
上
限
時
間
は
遵
守
さ

れ
て
い
る
か
。

　
　

年
度
管
理
に
は
な
ら
な
い

が
、
９
月
か
ら
８
月
ま
で
の
１

年
間
を
見
る
と
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
も
あ
る
が
上
限
時
間
内
で
収

ま
っ
て
い
る
。

　
　

改
正
給
特
法
第
７
条
を
施

行
す
る
に
あ
た
り
、
文
部
科
学

省
の
指
針
に
基
づ
く
条
例
の
改

正
及
び
教
育
委
員
会
規
則
の
制

定
・
在
校
等
時
間
の
上
限
に
関

す
る
方
針
の
策
定
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
朝
倉
市
の
進
捗
状
況

を
尋
ね
る
。

　
　

ま
だ
策
定
で
き
て
い
な
い

が
、
案
は
で
き
て
い
る
。
早
急

に
取
り
組
み
た
い
。

　
　

教
職
員
の
働
き
方
改
革
を

推
進
す
る
た
め
に
も
、
市
内
17

小
中
学
校
に
衛
生
推
進
者
会
議

を
設
置
し
、
さ
ら
に
教
育
委
員

会
主
導
の
下
に
、
各
小
中
学
校

代
表
者
、
校
長
会
代
表
者
、
産

業
医
、
職
員
組
合
代
表
者
等
に

よ
る
統
括
安
全
衛
生
委
員
会
を

設
置
し
て
欲
し
い
。

　
　

設
置
の
方
向
で
考
え
て
い

き
た
い
。

　
　

学
校
給
食
費
の
徴
収
・
管

理
業
務
は
、
自
治
体
自
ら
の
業

務
と
し
て
取
り
扱
う
旨
、
文
部

科
学
省
よ
り
通
知
さ
れ
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る
。

既
に
そ
の
業
務
を
公
会
計
化
し

て
い
る
他
自
治
体
の
導
入
例
等

を
参
考
に
し
て
、
学
校
給
食
費

の
早
期
の
公
会
計
化
の
実
現
を

求
め
る
。

　
　

学
校
給
食
費
を
公
会
計
化

し
て
い
る
県
内
の
自
治
体
の
状

況
を
調
査
し
、
研
究
し
て
い
る
。

　
　

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
７

年
度
ま
で
に
累
積
31
億
円
の
赤

字
が
出
る
と
い
う
厳
し
い
財
政

の
見
通
し
が
出
さ
れ
た
が
、
市

長
の
見
解
は
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
影
響
に
対
す
る
補

填
措
置
や
財
政
調
整
基
金
の
繰

入
れ
、
執
行
残
の
減
額
等
計
上

せ
ず
、
計
上
見
込
み
を
低
め
に

し
た
。

　
　

災
害
後
３
年
間
、
令
和
２

年
度
ま
で
連
年
災
で
交
付
金
が

約
30
億
円
補
填
さ
れ
る
。
令
和

３
年
度
か
ら
厳
し
い
財
政
運
営

に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
。

　
　

令
和
３
年
度
以
降
は
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
、

国
の
自
治
体
に
対
す
る
手
当
を

含
め
て
予
算
を
組
む
。
厳
し
い

財
政
運
営
に
な
る
と
思
う
。

　
　

市
庁
舎
も
人
口
や
財
政
に
見

合
う
規
模
縮
小
し
た
も
の
に
変
更

し
、
合
併
特
例
債
を
各
地
区
の
地

域
振
興
に
使
う
べ
き
で
は
。

　
　

市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は

承
認
さ
れ
て
お
り
、
地
域
振
興

策
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
、
緊

急
性
等
を
勘
案
し
、
優
先
度
を

見
据
え
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　

筑
前
町
に
あ
る
ご
み
処
理

施
設
サ
ン
・
ポ
ー
ト
が
令
和
９

年
度
で
施
設
使
用
期
間
25
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
令
和
10
年

度
の
新
施
設
稼
働
を
目
途
に
施

設
整
備
検
討
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　

現
在
、
今
年
度
中
に
一
応

の
方
向
を
決
め
て
い
こ
う
と
首

長
で
構
成
す
る
協
議
会
で
協
議

し
て
い
る
。
今
後
、
協
議
会
等

で
話
が
煮
詰
ま
れ
ば
、
議
会
に

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

財
政
、
人
口
減
少
等
厳
し

い
状
況
に
あ
る
中
で
、
総
合
戦

略
が
出
さ
れ
た
が
、
市
長
の
片

腕
と
な
り
、
組
織
を
横
断
的
に

調
整
し
、
全
体
を
統
括
す
る
人

間
が
必
要
で
あ
る
。
糸
島
市
や

う
き
は
市
の
よ
う
な
政
策
を
担

う
総
合
戦
略
政
策
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
設
置
し
て
は
。

　
　

朝
倉
市
も
横
断
的
に
他
の

部
署
と
協
力
し
な
が
ら
、
ふ
る

さ
と
納
税
な
ど
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
と
思
う
。
市
も
積
極
的

に
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

ご
意
見
を
し
っ
か
り
受
け
止
め

て
い
き
た
い
と
思
う
。

佐々木 明子 議員
質問項目
１　学校における働き方改革につ

いて
２　コロナ禍における学校教育行

政について

実藤 輝夫 議員
質問項目
１　朝倉市財政の見通し
２　サン・ポート施設整備
３　政策マネージャーの設置

Q
学
校
に
お
け
る
統
括
安
全
衛
生
委
員
会
の
設
置
を
求
め
る

A
設
置
の
方
向
で
考
え
て
い
き
た
い

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

A

A

A

A

A
こ
の
方
法
に
つ
き
、
ご
意
見
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
た
い

A

A

AA

A

教職員の健康を守りましょう

Q
市
の
浮
揚
や
地
域
振
興
を
担
う
政
策
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
設
置
を

※
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

※
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あさくら市議会だより 【補正予算・議案等の審議結果】令和３年２月15日号

令和２年度12月補正予算令和２年度12月補正予算
新型コロナウイルス感染症対策

朝倉市独自施策等に約３億511万円
≪一般会計≫………………………………………………………………………… ７億５，０４５万円
　　・プレミアム商品券発行事業補助金………………………………………………………………………… ９，４１７万円
　　　　市内中小事業者、市民の家計の支援のため、プレミアム商品券（第２弾）の発行を助成します。

　　　　今回発行する商品券のプレミアム率は30％です。

　　・中学校特別教室空調整備事業費…………………………………………………………………………… ８，１８６万円
　　・市税等のキャッシュレス・コンビニ納付導入経費………………………………………………………… ４，６００万円
　　　　市税等をコンビニエンスストアやスマートフォンのバーコード読み込みによって支払うことができるようにするため、

　　　　システム改修と納付書の様式変更を行います。

　　・休日夜間急患センター支援事業費・………………………………………………………………………… ３，０７７万円
　　　　朝倉地域休日夜間急患センターにおいて新型コロナウイルス感染拡大防止対策を実施しつつ、休日・夜間初期急患診療体

　　　　制を維持し、安定した運営を継続するために支援を行います。

　　・職員勤務管理システム整備事業費………………………………………………………………………… ２，２７１万円
　　・電子図書館サービス事業費・………………………………………………………………………………… １，２００万円
　　　　図書館に行かず本を借りることができる電子図書館を導入します。インターネットを利用して、スマートフォンやパソコ

　　　　ンにより電子書籍の貸し出し、閲覧、返却が可能になります。電子書籍は約３千冊を購入予定です。

　　・公共施設感染症対策施設整備事業費……………………………………………………………………… １，１１５万円
　　　　５コミュニティセンターのトイレを改修し、また、杷木人権啓発センター玄関ドアを自動ドアに改修します。

　　・オンライン会議システム整備事業費……………………………………………………………………… ３６７万円
　　・公開型避難支援マップ整備事業費………………………………………………………………………… ２７６万円
　　　　開設している避難所やその混雑状況、避難所までのルートなどの情報をインターネット上に公開し、スマートフォンやパ

　　　　ソコンで閲覧できるようにします。このことにより、３密を避けた分散避難が期待できます。

　・三奈木コミュニティセンター整備事業費…………………………………………………………………… ４，０００万円
　・健康福祉館大規模改造事業費…………………………………………………………………………… １億４，０００万円
　・ひとり親世帯臨時特別給付事業費…………………………………………………………………………… ３，０００万円
　・被災産地復興加速化支援事業費……………………………………………………………………………… ６，３５６万円
　・緊急自然災害防止対策事業費（林道）………………………………………………………………………… ４，４００万円
　・和牛等子牛確保緊急支援事業費……………………………………………………………………………… ３，１９５万円
　・緊急自然災害防止対策事業費（河川）…………………………………………………………………… １億５，４００万円
　・福岡県の砂防工事に伴う防火水槽解体事業費……………………………………………………………… ８７２万円
　・小中学校感染症対策等支援事業費（第２弾）………………………………………………………………… ２，０００万円
　・小中学校ＩＣＴ環境整備事業費……………………………………………………………………………… ８９６万円

※上記のほか、既定経費の減額等があります。
≪介護保険特別会計≫………………………………………………………………………… ６４７万円
　・介護保険法改正対応システム改修経費……………………………………………………………………… ６４７万円

令和２年度　12月補正予算の概要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策　

市
独
自
施
策
等

議議案案番番号号 議議案案のの件件名名 議議案案のの内内容容

第78号議案

朝倉市議会議員の議員報酬等に
関する条例及び朝倉市特別職の
職員の給与等に関する条例の一
部を改正する条例の制定につい
て

人事院勧告の内容に準じ、市議会議員及び市長等特別
職の職員の期末手当の支給率を改定するもの

◎可決

第79号議案
朝倉市職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例の制定に
ついて

国家公務員の給与改定方針に準じて、市職員の期末手
当の支給率を改定するもの

◎可決

１１月３０日臨時会で審議した議案等の結果です ◎…全会一致
○…賛成多数
※…討論あり

　総務文教常任委員会



議議案案番番号号 議議案案のの件件名名 議議案案のの内内容容

第81号議案 ◎可決

第82号議案
朝倉市国民健康保険税条例の一
部を改正する条例の制定につい
て

令和３年１月１日施行の個人所得課税の見直しによ
り、給与所得控除や公的年金控除から基礎控除への10
万円の振替等に伴い、国民健康保険税の負担に関して
不利益等が生じないようにするため、保険税の軽減基
準額（軽減判定所得）を見直すもの

◎可決

第83号議案

朝倉市特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を
図るための関係法律の整備に関する法律により子ど
も・子育て支援法の一部が改正されたことに伴い、規
定の整理を行うもの

◎可決

第84号議案
朝倉市学童保育所条例の一部を
改正する条例の制定について

蜷城学童保育所の移転に伴い、朝倉市学童保育所条例
に定める位置を変更するもの（令和３年４月１日から
施行）
　変更前「朝倉市林田242番地」
　　　　　　　　→　変更後「朝倉市林田220番地」

◎可決

第85号議案

朝倉市介護保険条例及び朝倉市
後期高齢者医療に関する条例の
一部を改正する条例の制定につ
いて

地方税法等の一部を改正する法律が公布されたことに
伴い、延滞金を算出する際に用いる割合の名称等の変
更など、規定を整理するもの

◎可決

第87号議案 工事請負契約の変更について

秋月・安川統合保育所新築建築主体工事について、工
事設計の一部変更により請負契約額を変更するもの
　変更前「１億4,520万円」
　　　　　　　　→　変更後「１億7,105万円」

◎可決

第90号議案
指定管理者の指定について（学
童保育所）

対象の施設：福田学童保育所、杷木学童保育所
指定管理者
　：シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社
指定の期間
　：令和３年４月１日から令和６年３月31日まで
―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―
対象の施設：蜷城学童保育所
指定管理者：蜷城学童保育所保護者会
指定の期間
　：令和３年４月１日から令和６年３月31日まで

◎可決

第86号議案
朝倉市農業農村整備事業分担金
条例の一部を改正する条例の制
定について

福岡県が行う農業農村整備事業に要する費用に充てる
ため、受益者から分担金を徴収する事業名等及び分担
金の算定基準を追加するもの
・追加する事業名
　　　　農業水利施設保全対策事業（大石地区）

◎可決

第88号議案
工事請負契約の締結について

（疣目口・元ノ目換地区）
いぼ  め ぐち

みや ぞの ば   ば きたしょうじ

もと  の　め

工 事 箇 所：朝倉市黒川地内
工 事 概 要：農地改良復旧（区画整理）工事一式

整地工　6.66ヘクタール
請負契約額：２億273万円
工事請負人：株式会社才田組

◎可決

第89号議案
工事請負契約の締結について

（宮園・馬場・北小路換地区）

工 事 箇 所：朝倉市黒川地内
工 事 概 要：農地改良復旧（区画整理）工事一式

整地工　12.57ヘクタール
請負契約額：３億8,929万円
工事請負人：株式会社環境施設朝倉支店

◎可決

第91号議案
指定管理者の指定について（杷
木物産館・杷木農業公園）

指定管理者：株式会社ガマダス
指定の期間
　：令和３年４月１日から令和８年３月31日まで

◎可決

◎…全会一致
○…賛成多数
※…討論あり

　環境民生常任委員会

１２月定例会で審議した議案等の結果です

令和２年度朝倉市介護保険特別会計補正予算（第２号）について

　建設経済常任委員会
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あさくら市議会だより【議案等の審議結果】 令和３年２月15日号



　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
始
ま
り
、
今
な
お
コ

ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
ほ
と

ん
ど
の
催
し
物
が
中
止
に
な

り
、
自
粛
生
活
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
収
束
も
い
ま
だ
に

見
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が
ら
、
延
期
に
な
っ
て

い
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は

明
る
い
話
題
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
は
な
ん
と
か
少
し
で

も
平
常
に
戻
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
３
密
を
避
け
、

手
洗
い
、
マ
ス
ク
着
用
、
換

気
を
し
て
前
を
向
い
て
明
る

い
希
望
を
抱
い
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
会

委
員
長　
　

内
田　

恵
三

副
委
員
長　
　

加
藤　

正
二

委　
　

員　
　

熊
本　

正
博

委　
　

員　
　

北
川　

清
文

委　
　

員　
　

徳
永　

秀
俊

委　
　

員　
　

仲
山　
　

寛
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あさくら市議会だより

３月議会　会期日程（予定）

　３月定例会の会期日程は、２月19
日(金)開催予定の議会運営委員会で
変更になる場合があります。
　請願書、陳情書の締め切りは２月
17日（水）です。
　ご不明な点等ございましたら、朝倉
市議会事務局にお尋ねください。

◎開会
○会期の決定
○会議録署名議員の指名
○施政方針
○議案等の上程
○提案理由の説明
○予算審査特別委員会の設置
◇予算審査特別委員会
 (考案日)
○一般質問
○一般質問
○議案等の質疑
○議案等の委員会付託
◇常任委員会
◇予算審査特別委員会

（事務整理日）
○議案等の審議

（委員長報告　質疑・討論・採決）
○諸般の報告
◎閉会　

2月24日

25・26日
3月1・2日

3日

4・5・8日
9～12日
15・16日

18日

議案番号 議案の件名

◎…全会一致
○…賛成多数
※…討論あり

１２月定例会で審議した議案等の結果です

報告第24号 報告済

第80号議案 ◎可決

第92号議案 ◎可決

発議案第２号 ◎可決

令和２年度朝倉市一般会計補正予算（第６号）について

議員の派遣について

令和２年度朝倉市一般会計補正予算（第５号）について

専決処分の報告について（市道上の事故による損害賠償について）

　その他

議会報告会の中止について
　朝倉市議会は、２月５日（金）に予定していた第７回議
会報告会を中止しました。参加を予定し、開催を心待ちに
してくださっていた皆様にはご迷惑をおかけしましたが、
ご理解くださいますようお願いいたします。
　昨年から議会報告会の開催に向け準備を進めておりまし
たが、全国的な新型コロナウイルスの感染拡大の状況か
ら、参加される皆様方の健康を守ること、感染拡大を防止
することを優先し、今年度の議会報告会を中止するという
決断に至りました。私たち議員もこうした判断をせざるを
得なかったことは残念でなりません。
　今後、朝倉市議会は本会議等の開催にあたり、引き続き
感染症予防と拡大防止に努めてまいります。また、議場で
開催される本会議、特別委員会はインターネットで中継し
ておりますので、ご活用ください。

↓朝倉市のホームページ（http://www.city.asakura.lg.jp/）
　を下へ進み、「議会中継」をクリックしてください。


